
「次の30年を代表する企業になれ」

世界を知る投資家・
阿部修平は、
なぜワコムに
熱視線を注ぐのか
ジョージ・ソロスの薫陶を受け、数えきれ
ないほどの経営者と企業を見てきたスパー
クス・アセット・マネジメント代表取締役
社長CEO 阿部修平の目に、今のワコムは
どのように映っているのか。ワコムに向け
られる温かくも厳しい言葉の端々からは、
「世界のトップと伍する企業へと成長でき
る」という期待が感じられた。
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井出 信孝　今日は「Wacom Story Book（以下ストー
リーブック）」のためにお越しいただき、ありがとうござ
います。阿部さんとお話しできるのをとても楽しみにし
ていました。このストーリーブックは、今年から新たに
始めた取り組みです。ステークホルダーとのコミュニ
ケーションツールとするにあたり、「ワコムのデジタル
ペンを使っていただいているお客様、価値を共創して
いるパートナーの方々、一人ひとりのチームメンバーが
紡ぐ無数の物語を伝えたい」という願いを込め、ストー
リーブックというタイトルを付けました。投資家や株主
様に読んでもらいたいという気持ちと同じくらい、自分
たちでもこの物語を読みたい。そして、ワコムで働く
チームメンバーが誇りを持って自分の会社や仕事につ
いて語る時、そこにストーリーブックがあってほしい。そ
う思っています。
阿部 修平　私がわずか5人で独立した時、仲間のな
かにも大企業から名も知れない小さな会社に転職した
ことを気恥ずかしく思う人もいました。それ以来、私は
「家族や友人に自慢できる会社にしたい」と言い続け
てきました。「誇りを持てる会社で働きたい」という想い
は、日本でも海外でも変わりませんね。
井出　情熱を持って仕事に取り組む個人の集積が、企
業として大きな価値を生み出す。そのためには何が求
められるのか。今日はそのあたりをぜひお伺いできれ
ばと思います。最初にお話ししたいのが、ビジネスにお
ける「アート」の意味についてです。企業経営では設定
したゴールに向かって最短距離で進む効率性や生産
性が求められます。これは社会で存在するために必要

ビジネスにおける「アート」の意味
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ン・バフェットさんも、自らをビジネスマンであり、投資
家であり、アーティストであると言っています。
井出　阿部さんもスパークス・グループを経営するビ
ジネスマンであり、もちろん投資家でもあり、ご自身で
も音楽や絵画などのクリエーションも行われるアー
ティストでもいらっしゃいますよね。
阿部　「直感」はとても大切です。私が高校生の頃、
『Let It Be』という映画がありました。ビートルズの4人
がスタジオに篭り、段々と音をつくっていく様子を追っ
たドキュメンタリーです。それぞれのアーティストが直
感に従いながら、それぞれに敬意を払って、徐々に形
になっていく。あの4人でなければできないことです。
井出　『Let It Be』を見ても「創作の過程が持つ価値」
を感じます。なぜあのコード進行に行き着いたのか。
何かを生み出すまでの苦しみにこそ、「表現の真の価
値」が宿るのではないでしょうか。いまワコムで進めて
いる「KISEKI ART」（ P48_ 「KISEKI ART」について）
というプロジェクトは、まさに「創作の過程」に焦点を当
てています。創作の成果である作品だけでなく、創作
の過程そのものもアートであるという新しい問いかけ
です。これにより、過程が価値を持ち、その対価をクリ
エイターやアーティストに還元することができれば、創
作に関わる層の拡大につながる。その信念を持って取
り組んでいます。
阿部　そこから新しいビジネスが生まれるのではない
でしょうか。私が証券アナリストになりたての頃、ワー
プロが普及し始めました。これによって起こったのが
「小説家の若返り」でした。大学生などの若者が名だた
る文学賞を獲得し始めた。つまり、新しい道具の登場
がクリエイティブな活動を進化させたわけです。その
面からも、私はワコムに興味を持っているのです。ワコ
ムのデジタルペンには「言語の壁」がありませんよね。
そして、同じ場所にいなくても創作を共有できます。言
語の制約も空間的な制約も受けない、知的創造力を
変質させる道具が生まれると期待しています。
井出　デジタルテクノロジーの最大の特徴は「時空を
超える」ことです。時間と空間の制約を取り払うことが
ワコムの使命だと思っています。

これからの30年に不可欠な
「人々を幸せにする」という視点

阿部　優秀なビジネスマンはプラグマティック（実利
的）です。「未来」を見つつ、「今」やるべきことがわかっ
ている。10年後のことを嬉々として語り、資金調達の
相談に来る経営者もいますが、そういう人に限って実
態は赤字続きということもあります。経営者としての賢
さがあれば、今でも利益を出すことができるはず。一生
懸命であり、小さな工夫を凝らすこと。これが大切で
すね。
井出　よくわかります。『千夜一夜物語（アラビアンナイ
ト）』では、シャフリヤール王に殺められないよう、妻で
あるシェヘラザードが毎晩命懸けで物語を語ります。
王は妻を亡き者にしたい一方で、物語の続きを聞きた

へと判断軸が変化しました。では、次に何が起こるで
しょうか。直近30年はデフレーション、つまりモノや
サービスの価格が下がる時代でした。価格が下がるか
ら多く売らなければいけなかった。これからの30年は、
「量」に対して「価値」が重視される時代へと移っていく
でしょう。さらに言えば、「利潤」よりも「人間性」が大切
になると考えています。「人々を幸せにする」という視点、
「プロフィット・トゥ・ヒューマニティ」ですね。
井出　やはり阿部さんとワコムにはレゾナンス（共鳴）
があると感じます。ワコムでは「意味深い成長
（Meaningful Growth）」というコンセプトを立ち上げ
ました。財務的な成長の最大化はもちろん目指します
が、あわせて、「人間の成長に寄与したい」という想い
から生まれた考え方です。ワコムに関わるすべての人

な要素ですが、一方で、一見すると無駄とも映りかね
ない感覚的要素、アートの部分が大きな意味を持つの
ではないかという意識も持ち続けています。
阿部　私は投資家として、多くの経営者の話を聴いて
きたという点では誰にも負けないと自負しています。投
資家として企業を見る判断軸は、効率性や生産性など
よりも、極めて感覚的な部分が大きい。投資家に必要
なのは「価値を見極める力」です。他人には見えない価
値を見つけること。何かを見て「綺麗だな」と感じる感
覚と同じです。アーティストであれば個人的感覚を作
品として表現するでしょう。それはビジネスにも通じま
すよね。ワコムで言えば、「道具をつくる」というロジッ
クに、いかにアーティスティックな気付きを組み合わせ
るかということですよね。伝説的投資家であるウォーレ

いがために妻を翌晩まで生かすしかない。その切迫感
のある毎日の積み重ねが、結果的に千日間の壮大な
物語につながったわけです。最初から千日後に面白い
話をすると約束するのではなく、振り返ると千日間の
物語になっていたんですね。これはビジネスでも同じ
ことが言えると思ったのです。千日後の物語を語るに
は、今日この一日の物語を語れなければならない。あ
る種の切迫感を伴った「今」が、「未来」につながってい
くのではないかと思います。
阿部　ビジネスとアートの間に境界線があるとしたら、
「今があるか?」という点かもしれません。「今」を生き抜
く現実主義的な面。それと同時に、先を見据えた使命
感も持っていたい。使命感がなければ、単なる利益追
求になってしまいます。外から見たら成功しているよう
に見えても、自分の得や利益のためにだけビジネスを
やっている人たちをたくさん見てきましたから。
井出　その部分をもっと深くお聞きしたいです。阿部さ
んは30年以上にわたり、謂わば「資本主義の中心地」
で生き抜いて来られました。資本主義の真髄を知りな
がら、個人としてクリエーションに真剣に取り組んでい
るのは、どのような関係性があるでしょうか。
阿部　それは私たちも懸命に考え続けているテーマ
です。学究的ではありませんが、少なくともこの30年
間のことは語ることができる。私が思うのは、やはり
「歴史は繰り返す」ということ。資本主義が変わると言
われていますが、世の中というものは本質に向かうも
のです。およそ30年前、テクノロジーの進化によって
世界がひとつになりました。いわゆるグローバリゼー
ションの進展です。これによりスケールからクオリティ

クリエイティブを進化させる。

だからワコムに興味があるのです。

新しい道具の登場が
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たちが、自分にとっての意味深い成長を遂げる。その
ためにワコムが伴走するという挑戦です。
阿部　私も共感します。ワコムのように、世界のトップ
を狙える潜在能力を持った会社には、自らの限界を設
定することなく、ぜひ積極的に多くの人々に製品や
サービスを届けてもらいたいですね。

ワコムに抱いてもらいたい
「世界を変える」という野望

阿部　私は若い頃、天才投資家として知られるジョー
ジ・ソロスさんと知遇を得て、およそ3年間、彼の傍に
ついて投資に関する理論や信念を学びました。 彼は
ハンガリー系ユダヤ人で、16歳の時に英国に渡りまし
た。第二次世界大戦が終結した直後のことです。彼が
1992年に行ったのが巨額のポンド売りでした。当時
の英国は経済成長が後退する一方で、英国政府は効
果的な金融政策を打ち出せずにいました。英国政府は
ポンド下落を食い止めるために一時買い支えました
が、断念するに至りました。英国経済は、結果的にこの
「ポンド危機」を契機として改善に向かったのです。彼
は、自分に教育を与えてくれた英国に大きな恩義を感
じていました。「英国の窮状を救いたい」という想いが、
彼をポンド売りへと導いたのです。もしかしたら、彼は
金儲けのために通貨投機を行ったと考えている人もい
るかもしれませんが、決してそんなことはない。彼の行
動は「プロフィット・トゥ・ヒューマニティ」と言えるもの
です。彼は英国政府を相手にたった一人で闘っていま
した。その彼がロンドンの街を歩く後ろ姿を見て、心か
ら感動したことを覚えています。若い人たちには彼のよ
うな志を抱いてもらいたいですし、ぜひワコムにも「こ
の世界を変える」という野望を持ってほしいですね。
井出　嬉しいと同時にとても重要な使命を感じます
ね。人間が何万年もこの手で握ってきた道具をさらに
進化させて、ヒューメインな（人間味のある）ものにして
いく。誇大妄想と言われるかもしれませんが、その覚悟
があります。決して万雷の拍手で迎えられるわけでは
ないと思いますが、ソロスさんや阿部さんを突き動か
すのも、その使命なのだと思います。
阿部　ソロスさんからは、そうした気迫や気概といっ
たものを教えてもらいました。そして日々を生き抜くセ
ンス。サバイバル・スピリットと呼んでもいいかもしれ
ません。ワコムはそうした期待をさせてくれる会社で
す。私たちは機関投資家として年間約3,000件の企業
調査を行っていますが、そのように感じさせる企業はな
かなかいません。

井出　敢えてお聞きしますが、ワコムへの箴
しんげん
言・諫

かんげん
言

をいただけないでしょうか。
阿部　やはり小さな成功に満足してもらいたくはない
ですね。尊敬する経営者を見ていると、「考え続ける力」
が秀でています。彼らは常に同じことを考え続けてい
る。その量が圧倒的ですね。加えて、成功している企業
には色があります。センスと言い換えてもいいかもしれ
ません。それは経営者の色でありセンスなのです。その
点においては、私は井出さんに素養を感じています。
井出　小さな成功に酔いしれていないか。考える量は
足りているのか。自分自身に問いかけます。
阿部　そして最後は「正しく考える」。これが大切です。
成功したように見える経営者のなかには、正しく考えて
いるとは言えない人もいます。ですが、社会はその振る
舞いを見ています。ビジネスというのは人間を相手に
やること。その意味で世の中はフェアですね。正しく考
えている会社は、長く存続することができるでしょう。ワ
コムが扱うのはデジタルインクというソフトウェアでは
ありますが、そこにはリアルがあります。そして言語の壁
がない。米国中心の経済が終焉を迎えつつあると言わ
れる今、日本の立ち位置を見極める時が来ています。

この言葉は異議を唱えられそうですが、僕の考える「足
るを知る」は少し意味合いが異なります。それは「今以
上の成長を諦める」「自ら限界を設定する」ということ
ではなく、「自分たちにとって何が必要で、何を捨てる
べきなのか」という問いかけであり覚悟です。真に重要
な価値を見極め、そのために邁進するという姿勢が重
要だと考えています。
阿部　私もそう思います。世界のトップを狙える技術
を持ち、ユニークなリーダーに率いられたワコムのよう
な企業には、簡単に「足るを知る」と言わずに、もっとア
グレッシブであってほしいと願っています。まもなく、こ
れからの30年のあり方を決めるような企業が台頭す
ることでしょう。ワコムはそのひとつになれると思って
います。今日はここに来られて本当に良かったです。あ
りがとうございました。

後世、その先鞭を付けた企業のひとつとしてワコムが
語られる日が来るかもしれません。
井出　ありがとうございます。人間の手は無数の神経
系が張り巡らされた器官です。「構造が複雑すぎるか
ら、決してメスを入れてはいけない」という意味で、医
師はかつて「ノーマンズランド（no man’s land）」とも
呼んだそうです。その「掌

たなごころ
」で扱う道具をつくっている

道具屋だという誇りを持ち、さらに大きな価値、体験の
旅を提供するという使命感を忘れないようにします。
阿部　欧米経済は統計と数字で判断します。この40

年、米国では「モノを生み出す」ということへの投資が
ほとんど行われず、経済の中心は消費にありました。
消費財を売り、買い、捨てる。これにより繁栄してきた
わけです。中国もそうなっていくでしょう。翻って日本は
どうするか。誰も想像していなかったリアルな価値を生
み出せば、人間はもっとクリエイティブになれますよ
ね。クリエイティブな作業をしている時、私たちはやは
り幸せを感じますから。
井出　私たちも「忘我」や「没入」という感覚について
考えています。周りが見えなくなることは、生物的な生
存という観点からはむしろリスクにもなります。それで
も、この感覚が我々に備わっているということは、何か
意味があるはずですよね。学びの時間であっても、創
作の時間であっても、忘我の域と没入の空間を私たち
のテクノロジーによってつくり出す。これが夢見る道具
屋・ワコムが目指すものです。僕は「足るを知る」ことも
大切だと思っています。半永久的で財務的な成長を是
とする「資本主義の中心地」を生きる方々から見れば、

ワコムは今後30年の

あり方を決める企業のひとつになれる。
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我を忘れて集中する感覚は
私たちを幸せにしてくれる
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